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研究成果の概要：森林や河川に対して、地元の人々が対処してきた保全と改変の制度と思想、

その変容過程を明らかにすることによって、開発と保護という二分法的態度に回収されない独

自の環境改変の論理の萌芽を当事者の生活世界にみる。単純な近代化・グローバル化批判でも

なく、「伝統的」システムの賛美でもない、新たな知の実践の創造過程に焦点をあて、現代世界

の環境認識の理論に新たな視点を提供するとともに、環境政策に対する人類学的研究の貢献の

可能性を示した。 

 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

１８年度 5,700,000 1,710,000 7,410,000 

１９年度 5,000,000 1,500,000 6,500,000 

２０年度 5,105,281 1,530,000 6,635,281 

年度    

  年度    

総 計 15,805,281 4,740,000 20,545,281 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文化人類学・文化人類学・民俗学 

キーワード：ローカルな知識，生活実践，環境思想，水界，森界，環境保全，開発， 

地域住民組織 

 
１．研究開始当初の背景 

人類史をふりかえれば、人間が自然に働き
かけ環境を改変していく過程が確認できる。
それはたとえば、チャイルドなどの文明論の
議論においては、人類の進歩の指標として取
り扱われてきた。しかし 1960 年代には、レ
イチェル・カーソンのように、こうした働き
かけを否定的にとらえる視点が誕生し支持
されるようになった。自然改変の行き過ぎは
「公害」問題として、認識され批判されるよ
うになったのである。行政・企業を加害者と

し、住民を被害者とする二項対立的な問題認
識に対して、1980 年代からは、加害・被害
が相互に重複する重層的な問題認識が登場
してきた。その象徴的な例が、温暖化や気候
変動などの地球環境問題だろう。またこれま
で被害者として表象されてきた住民が、自動
車の排気ガスや合成洗剤の使用によって、環
境を劣化させる側に立っていることも、こう
した問題認識によって明らかにされてきた。
我が国においても、水俣を代表とする「公害
問題」研究、琵琶湖の合成洗剤規制のような
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「環境保護運動」研究など、環境問題につい
て社会・文化・歴史的分析が蓄積されてきた。 

こうした環境問題認識のパラダイムシフト
にともない、1990 年代以降、日本の人類学
においても、環境問題を正面からとりあげる
研究が登場しはじめる。しかしその多くは、
フィールドにおける環境破壊を地域社会へ
の危機として把握し、グローバルな生態環境
保護の立場にたって展開するものだった。本
研究は、このような環境保護の生態学的パラ
ダイムに異議をとなえ、そこで地域生活を営
む人々の日常の必要を第一義とする生活パ
ラダイムを主張して、森と水と人の生活の関
係を基軸に、それらがつくりだす錯綜した環
境保全への態度と実践を明らかにする研究
となる。ときには乱開発、環境破壊の当事者
となる人々の実践を、単純に避難したり弁護
したりするのではない、当事者の生活世界と
向き合うのである。こうした研究は、現代世
界の環境認識の理論に新たな視点を提供し、
環境理論と社会的実践を環境政策の媒介に
して考察する点で、ユニークな研究領域を開
拓するものだと考えられた。 

 

２．研究の目的 

行き過ぎたグローバル化（あるいは世界標
準化）に対抗するために、まず試みられた実
験は、ローカルな地域社会が固有に発展させ
てきた制度や規範を再評価することであっ
た。環境問題の知的現場においても、1980年
代前半に生活環境主義を提唱して以来、こう
した立場に依拠した研究が少なからぬ成果
を生み出してきた。しかしながら、こうした
ローカル（コミュニティ）の価値再評価は、
往々にして、伝統・文化・共同体を固定的で
不変に持続する実体として定位してしまう
傾向を生み出していった。そして、グローバ
ル／ローカルの二項対立図式のなかで、一方
を肯定し他方を否定非難する、平板で単純な
構造が作り出された。 
本研究では、こうした平板な図式を乗り越

え、これまで静態的にとらえられてきたロー
カルな知識や実践が、いかに近代化の過程で
変容し、再創造されてきたかという視点に立
脚して、さまざまな地域の経験を整理し、そ
こから新たな環境思想と実践の可能性を探
ることを目的としている。各地域の固有な歴
史、社会、文化的要素は、外部の強力な力と
折衝、交渉、妥協、接合することによって、
ローカルな知識や実践を創発的に更新しつ
づけている。この過程を、本研究においては、
水界と森界という二つの領域の生成と変容
に焦点をあてて考察する。ここでいう水界と
は、河川、湖沼、井戸、天水、水溝といった
水にかかわる空間に人びとの生活する世界
が交じり合い創出される場のことを指し、森
界とは、森林、里山、木材という世界が同じ

く人びとの生活世界と接触することで生成
される場を意味している。自然環境を基準に
すると異なるカテゴリーに分類される、こう
した諸要素は、人間の生活との関わりという
基準においては、同一の世界に帰属する。こ
の生活との関わり方は、各地域の文化社会的
コンテキストごとに相違しながらも、共通の
構えをもっている。本研究に参加する研究者
は、これまで長いフィールド調査経験によっ
て、この共通の構えを対象化しており、共同
比較研究によって、その全体像を解明すると
ともに、地域共同体の環境保全論理が、外部
条件と接合しながら構成される歴史的編成
過程を解明し、比較研究のための理論モデル
の構築をはかる。 
 

３．研究の方法 

日常の生活世界のもつ可能性を、どのよう
にして、それぞれの地域社会の固有性を超え
た文脈で理論化するために、本研究において
は、比較環境史研究会を組織して、こうした
日常生活の論理を基軸にすえたフィールド
研究者が集い、相互の知見の比較と交換、突
き合わせをする作業を続けてきた。その中心
メンバーは、1980 年代初頭に琵琶湖畔の一
集落を拠点に、水と人の関係を基軸にした環
境研究を、人類学、社会学、民俗学、地理学、
農村経済学などの研究者と共同で行い、生活
環境主義という考え方を立ち上げたときの
調査メンバーであった。本研究においては、
こうしたメンバーに加えて、国家やそれを包
摂する世界システムと、地域の人々の生活が、
ときに激しく衝突したり、競合・協調したり
する環境問題の現場をフィールドにしてき
た研究者を交えて、共同研究を行った。 

また各研究者は役割分担にしたがって調
査地を、日本と海外に設定し、当該地域の住
民が、生活空間としている森林（森界）や河
川・湖（水界）に対していかなる認識をもち、
どのような実践規則を形成してきたかにつ
いて、集約的な現地調査を実施した 

 

４．研究成果 
本研究においては、生活環境主義にもとづ

く丹念な国際比較研究を通じて、地元の人々
が、近代化・グローバル化の過程で破壊され
つつある自然環境に対して、開発と保護とい
う二分法的態度に回収されない独自の環境
改変の論理の萌芽を生み出してきた明らか
にした。それは、単純な近代化・グローバル
化批判でもなく、「伝統的」システムの賛美
でもない、新たな知の実践の創造過程に焦点
をあてながら、このいわば生活の論理を抽出
し、現代社会の文脈のなかで、環境政策的に
再構成するための知見を獲得した。また、国
際比較研究をおこなうにあたって、通文化比
較のための方法論の構築にあたった。 



 

 

(1) 生活環境主義にもとづく国際比較研究 

環境保全・改変を主導する生活の論理その
ものが、地域社会が経験する近代化・グロー
バル化のなかで変容していく過程の解明ま
で射程に入れることでアジア・アフリカの地
域社会のなかで、生活の論理によって環境保
全と改変が主導的に行われていく過程を鮮
明に描き出すとともに、森界・水界について
の認識や規範の類似と差異を分析して、地域
の生活環境構造を明らかにした。 

なお、下表は、各研究者の事例調査地とそ
の調査内容についてまとめたものである。 

 

 事例研究地 主な調査実施内容 
 
 
 
 
 
 
松 
田 

①ケニア 
マラゴリ・フォ
ーレスト周辺
地域 
 
 
 
カカメガ・フォ
ーレスト周辺
地域 

＜森界＞ 

政府の一方的森林管理

に異議を唱えた森の民と

政府・NGO との葛藤と森

林問題に対する地域社

会の対処方法の把握と

課題の整理 

＜森界＞ 

ケニア最大の森林地域

における住民への聞き取

り調査 

②三重県 
熊野地方  
 

＜森界＞＜水界＞ 

・高齢化で管理不全とな

った森林保全のための実

践と水と森の管理制度の

変遷と現状の整理 

 
 
 
鳥 
越 

①中国 
北京郊外の農
村地域 

＜水界＞ 
・水と景観の管理を中心
にした都市住民の環境管
理における規範と実態の
把握 
・水管理と住民組織の関
係に焦点をあてた比較分
明史的考察 

②東京旧市街
および郊外ニ
ュータウン 

 
 
 
 
 
古 
川 

①ネパール 
カトマンズ盆地 
 
 
 
ソル・クンブ地
方 

＜水界＞ 
急速に都市化が進行す
る地域での水環境の変
化と現状の課題を整理 

＜森界＞ 
環境破壊が進行する森

林地域での集落による水

と森林を中心とした環境

利用の組織化に関する

調査 

②愛知県 
矢作川流域 

＜水界＞ 
環境利用の変遷と政策と
のかかわりをめぐる考察 

 
 
 
中 
村 

①ネパール 
カトマンズ市，
ラリットプル市 

・住民および高齢者施設

における高齢者ケアの実

態把握と比較 

②三重県 
熊野地方 
（山村小集落） 
 

＜森界＞＜水界＞ 
日本の中山間地域の集
落における山と川の保全
に関する実態を明らかに
する 

 
 
 
川 
田 

①フィリピン 
マニラ都市圏 
 

＜水界＞ 
生活廃棄物が投棄される
小河川の住民調査 

②愛知県 
足助地方 
 

＜森界＞＜水界＞ 
観光と環境という視点か
らの地域おこしの課題を
考察 

 
 
 
伊
地
知 

①韓国 
済州島 
 
 

＜森界＞ 
大規模開発（森林破壊）
に対する山村共同体の
反応 

②三重県 
伊勢志摩地方 
 
 

＜水界＞ 
済州島からの出稼ぎ韓
国人海女を対象にした漁
法や資源管理の実態と
課題の整理 

 
(2)通文化比較のための方法論の構築 

これまで、日常性の社会理論は、ともすれ
ば日常性とそれを育む伝統をアプリオリに
措定し、ときに無条件に評価する「伝統回帰
主義」的志向に回収されがちであった。しか
し、近代主義・グローバリゼーション批判の
ブレークスルーとして、ローカルな伝統を再
評価する思考もまた、じつは平板な近代主義
モデルの産物であり、ローカルな伝統として
一括されるもののもつ多様で不均質な揺れ
を十分にとらえられてはいない。 

そこで本研究においては、こうした日常の
生活世界のもつ可能性を、どのようにして、
それぞれの地域社会の固有性を超えた文脈
で、あるやや抽象度の高い環境保全生成の論
理を導きだすことを試みた。そのため、個別
の調査地で集積された資料を同じレベルで
比較検討する方法論が必要であり、同時に資
料共有化のためにある程度の資料のデータ
ベース化と共同研究会での討議に力を注い
だ。なお、データベースについては、研究分
担者である古川が琵琶湖資料のデータベー
スを作成しつつあり、その方法を援用した。 
 

(3)環境政策に対する人類学的研究の貢献 

世界各地のフィールドからの思考をつね
に、日本の地域社会の経験にフィードバック



 

 

して整理統合することを試みることによっ
て、森林や河川に対して、地元の人々が対処
してきた保全と改変の制度と思想、そしてそ
の変容過程を明らかにすることが可能とな
る。そして、それらを比較し核となる環境論
理を抽出することを通して、たんに土着のシ
ステムの再評価にとどまらず、新たな環境知
の発見と環境政策の創造へとつながる視点
を展望した。くわえて、日本のフィールド経
験をもとにした比較研究を活用することに
よって、相互の経験のフィードバックから、
集積された資料から住民と政策とのかかわ
りを実践的な目で検討するとともに環境政
策に対する貢献の可能性を追求した。 
さまざまな領域において、20世紀の社会と

明確に一線を画することとなった 21 世紀の

現代世界は、たしかに東西イデオロギー対立

の消滅は、自由と民主主義を世界基準として

確定させたし、資本、商品、情報、ヒトは国

民国家の領域を超えて巨大な流動状況を創

出している。しかしその一方で、こうしたグ

ローバル化の時代の負の側面として、人種・

民族・宗教間の対立抗争や貧困、人権侵害と

ならんで急激な環境破壊は、世界各地から報

告されている。では、このような負の側面を、

私たちはいかにして乗り越えることができ

るだろうか。また現代人類学は、この営みの

なかでどのような役割を果たすことができ

るだろうか。本研究では、この点について「環

境問題」を切り口にして、人類学的な叡智と

実践をもとに回答を試みた。 
 
(4)研究成果を踏まえた今後の展望 
 本研究の成果をふまえ、今後も、琵琶湖、
熊野、志摩、矢作川といった日本のフィール
ドと、東アフリカ（ケニア）、南アジア（ネ
パール）、東アジア（中国・韓国）東南アジ
ア（フィリピン）という海外フィールドワー
クを、精力的に継続するとともに、日常の生
活世界のもつ可能性を、それぞれの地域社会
の固有性を超えた文脈において理論化する
取り組みを推し進めていきたい。 

 なお、本研究においては、こうした研究成
果を地元に実践的に還元する回路を用意す
ることを重点に一つにおいてきた。しかし、
これまでの調査で得た知見と地域改善のた
めの提言を準備し、地元共同体と意見交流の
場を設定するにあたって、いくつかの課題が
残されたことも事実である。これらの課題に
ついては、今後、それぞれの研究活動の中で、
取り組むべきこととしたい。 
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